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(57)【要約】

　　【課題】　シルクのような深み感のある落ち着いた

緻密な輝き（シルキー感）を呈する光輝性顔料及び該光

輝性顔料を製造することができる製造方法を得る。

　　【解決手段】　薄片状チタン酸の薄膜１が積層され

た構造を有することを特徴としており、薄片状チタン酸

の薄膜１間は、空隙２であってもよいし、薄膜１間に高

分子樹脂４が挿入されていてもよい。また、薄片状チタ

ン酸の薄膜１の表面は高分子樹脂４により被覆されてい

てもよく、このような光輝性顔料は、薄片状チタン酸を

高分子樹脂溶液中に分散した塗料を塗膜化し、これを粉

砕することによって得ることができる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

薄 片 状 チ タ ン 酸 の 薄 膜 が 積 層 さ れ て お り 、 薄 膜 間 に 空 隙 が 存 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る

光 輝 性 顔 料 。

【 請 求 項 ２ 】

薄 片 状 チ タ ン 酸 の 薄 膜 が 積 層 さ れ て お り 、 薄 膜 間 に 高 分 子 樹 脂 が 挿 入 さ れ て い る こ と を 特

徴 と す る 光 輝 性 顔 料 。

【 請 求 項 ３ 】

薄 片 状 チ タ ン 酸 の 薄 膜 の 表 面 が 高 分 子 樹 脂 に よ り 被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

２ に 記 載 の 光 輝 性 顔 料 。

【 請 求 項 ４ 】

薄 片 状 チ タ ン 酸 を 高 分 子 樹 脂 溶 液 中 に 分 散 し た 塗 料 を 塗 膜 化 し 、 こ れ を 粉 砕 す る こ と に よ

っ て 得 ら れ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 光 輝 性 顔 料 。

【 請 求 項 ５ 】

薄 片 状 チ タ ン 酸 が 層 状 チ タ ン 酸 塩 を 酸 処 理 し て 得 ら れ る 薄 片 状 チ タ ン 酸 で あ る こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 光 輝 性 顔 料 。

【 請 求 項 ６ 】

薄 片 状 チ タ ン 酸 の 屈 折 率 と 高 分 子 樹 脂 の 屈 折 率 と が 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ５

の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 光 輝 性 顔 料 。

【 請 求 項 ７ 】

薄 片 状 チ タ ン 酸 を 高 分 子 樹 脂 溶 液 中 に 分 散 し て 塗 料 を 調 製 し 、 該 塗 料 を 塗 布 し て 塗 膜 を 作

製 し 、 該 塗 膜 を 粉 砕 す る こ と を 特 徴 と す る 光 輝 性 顔 料 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 光 輝 性 顔 料 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 天 然 マ イ カ 、 合 成 マ イ カ 、 鱗 片 状 ア ル ミ ナ 等 の 鱗 片 状 材 料 の 表 面 に 、 酸 化 チ

タ ン 層 を 設 け た 光 輝 性 顔 料 が 多 く の 分 野 で 使 用 さ れ て い る 。 こ れ ら の 従 来 の 光 輝 性 顔 料 は

光 輝 感 が 強 く 、 か つ 粒 子 感 （ キ ラ キ ラ と し た 光 沢 感 ） を 有 す る も の で あ り 、 パ ー ル 光 沢 を

付 与 す る 顔 料 と し て 用 い ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し な が ら 、 さ ら に 高 級 感 を 有 す る 意 匠 と し て 、 シ ル ク の よ う な 深 み の あ る 落 ち 着 い

た 緻 密 な 輝 き を 示 す 意 匠 が 求 め ら れ て い る 。 こ の よ う な シ ル キ ー 感 を 付 与 す る こ と が で き

る 光 輝 性 顔 料 と し て 、 特 許 文 献 １ に お い て は 、 所 定 の 形 状 の 合 成 フ ッ 素 金 雲 母 粒 子 の 上 に

二 酸 化 チ タ ン な ど の 金 属 酸 化 物 を 被 覆 し た シ ル キ ー 光 沢 顔 料 が 提 案 さ れ て い る 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ １ ９ ３ ２ 号

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 提 案 さ れ た シ ル キ ー 光 沢 顔 料 は 、 マ イ カ を 基 材 と し て

用 い 、 そ の 表 面 に 酸 化 チ タ ン 層 を 設 け た も の で あ る た め 、 粒 子 感 が 強 く 、 高 級 感 が あ る 意

匠 と し て 従 来 よ り 求 め ら れ て い る 良 好 な シ ル キ ー 感 を 呈 す る も の で は な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 良 好 な シ ル キ ー 感 を 呈 す る 光 輝 性 顔 料 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ

る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 に 従 う 第 １ の 局 面 は 、 薄 片 状 チ タ ン 酸 の 薄 膜 が 積 層 さ れ て お り 、 薄 膜 間 に 空 隙 が
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存 在 し て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 従 っ て 、 こ の よ う な 光 輝 性 顔 料 を 例 え ば 塗 料 中 に 配

合 す る と 、 薄 膜 間 の 空 隙 に は 塗 料 中 の ポ リ マ ー 成 分 ま た は 空 気 等 の 気 体 が 存 在 す る こ と に

な る 。 ポ リ マ ー 成 分 及 び 気 体 は 、 薄 片 状 チ タ ン 酸 の 薄 膜 と 異 な る 屈 折 率 を 有 す る も の で あ

る の で 、 屈 折 率 の 異 な る 層 が 積 層 し た 構 造 と な り 、 塗 膜 に シ ル キ ー 感 の あ る 意 匠 性 を 付 与

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 に 従 う 第 ２ の 局 面 は 、 層 状 チ タ ン 酸 の 薄 膜 が 積 層 さ れ て お り 、 薄 膜 間 に 高 分 子 樹

脂 が 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 こ の よ う な 光 輝 性 顔 料 は 、 例 え ば 、 薄 片 状 チ

タ ン 酸 を 高 分 子 樹 脂 溶 液 中 に 分 散 し た 塗 料 を 塗 膜 化 し 、 こ れ を 粉 砕 す る こ と に よ っ て 得 る

こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 得 ら れ る 光 輝 性 顔 料 は 、 薄 片 状 チ タ ン 酸 の 薄 膜 の 表 面 が 高

分 子 樹 脂 に よ り 被 覆 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 第 ２ の 局 面 に お け る 光 輝 性 顔 料 に お い て 、 薄 片 状 チ タ ン 酸 の 屈 折 率 と 高 分 子 樹

脂 の 屈 折 率 は 、 一 般 に 異 な る も の で あ り 、 こ の た め 、 屈 折 率 の 異 な る 層 が 積 層 し た 構 造 を

有 す る 光 輝 性 顔 料 と な り 、 シ ル キ ー 感 を 有 す る 光 輝 性 顔 料 と な る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 薄 片 状 チ タ ン 酸 の 薄 膜 間 に 挿 入 さ れ る 高 分 子 樹 脂 の 量 を 制 御 す る こ と に よ り 、 薄 膜 間 距

離 を 所 定 の 範 囲 に 制 御 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 第 ２ の 局 面 に お い て 、 薄 片 状 チ タ ン 酸 の 薄 膜 間 に 挿 入 す る 高 分 子 樹 脂 と し て は

、 特 に 規 定 さ れ な い が 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル

樹 脂 、 メ ラ ミ ン 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 ビ ニ ル 樹 脂 、 尿 素 樹 脂 、 フ ッ 素 樹 脂 な ど を 用 い る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に お い て 用 い る 薄 片 状 チ タ ン 酸 は 、 層 状 チ タ ン 酸 塩 を 酸 処 理 し て 得 ら れ る も の で

あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 原 料 の 層 状 チ タ ン 酸 塩 の 例 と し て は 、 レ ピ ド ク ロ サ イ ト

型 Ｋ 0 . 5 ～ 0 . 7 Ｌ ｉ 0 . 2 7 Ｔ ｉ 1 . 6 Ｏ 3 . 8 5 ～ 3 . 9 5 が 挙 ら れ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 こ の よ う な 層 状 チ タ ン 酸 塩 の 酸 処 理 条 件 と し て は 、 ５ 重 量 ％ ス ラ リ ー に 対 し 、 塩

酸 を 用 い て ｐ Ｈ １ 、 ４ ０ ℃ と し 、 １ ２ 時 間 攪 拌 す る こ と が 好 ま し い が 、 こ の 限 り で は な い

。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 製 造 方 法 は 、 上 記 本 発 明 の 第 ２ の 局 面 に 従 う 光 輝 性 顔 料 を 製 造 す る こ と が で き

る 方 法 で あ り 、 薄 片 状 チ タ ン 酸 を 高 分 子 樹 脂 溶 液 中 に 分 散 し て 塗 料 を 調 製 し 、 該 塗 料 を 塗

布 し て 塗 膜 を 作 製 し 、 該 塗 膜 を 粉 砕 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 高 分 子 樹 脂 と し て は 、 上 記 の 高 分 子 樹 脂 を 用 い る こ と が で き 、 溶 液 の 溶 媒 と し て は 、 高

分 子 樹 脂 を 溶 解 で き る も の で あ れ ば よ い 。 高 分 子 樹 脂 溶 液 の 濃 度 と し て は 、 特 に 規 定 さ れ

な い が 、 １ 重 量 ％ ～ ９ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は １ ０ 重 量 ％ ～ ４ ０ 重 量 ％ で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 薄 片 状 チ タ ン 酸 を 高 分 子 溶 液 中 に 分 散 す る 方 法 と し て は 、 ボ ー ル ミ ル 、 デ ィ ス パ

ー ミ ル 、 ３ 本 ロ ー ル ミ ル な ど を 用 い る 方 法 を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 高 分 子 樹 脂 溶 液 中 に 添 加 す る 薄 片 状 チ タ ン 酸 の 量 は 、 薄 片 状 チ タ ン 酸 の 薄 膜 間 に 挿 入 す

る 高 分 子 樹 脂 の 量 や 、 高 分 子 樹 脂 溶 液 中 の 高 分 子 樹 脂 の 濃 度 な ど を 考 慮 し て 適 宜 選 択 さ れ

る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 塗 料 を 塗 布 す る 基 材 と し て は 、 塗 膜 が 容 易 に 剥 離 し 得 る 基 材 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ

の よ う な 基 材 と し て は 、 Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｐ フ ィ ル ム な ど 、 フ レ キ シ ブ ル な 基 材 が よ い

。
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【 ０ ０ １ ８ 】

　 塗 膜 を 粉 砕 す る 方 法 と し て は 、 デ ィ ス ク ミ ル 、 ピ ン ミ ル 、 ロ ー ラ ミ ル 、 ボ ー ル ミ ル 、 振

動 ボ ー ル ミ ル 等 を 用 い る こ と が で き 、 さ ら に 乾 式 気 流 分 級 機 に て 分 級 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 の 光 輝 性 顔 料 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。 図 １ は 、 本 発 明 の

第 １ の 局 面 に 従 う 薄 片 状 チ タ ン 酸 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 薄 膜 １ が 積 層

さ れ た 構 造 を 有 し て お り 、 薄 膜 １ 間 に は 空 隙 ２ が 存 在 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 １ に 示 す 薄 片 状 チ タ ン 酸 は 、 例 え ば 、 図 ３ に 示 す 層 状 チ タ ン 酸 塩 ３ を 酸 処 理 す る こ と

に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。 層 状 チ タ ン 酸 塩 ３ が 層 状 チ タ ン 酸 ア ル カ リ 塩 で あ る 場 合 、

酸 処 理 に よ り 、 層 間 に 存 在 す る ア ル カ リ を 脱 離 す る こ と に よ り 、 図 １ に 示 す よ う な 薄 片 状

チ タ ン 酸 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 局 面 に 従 う 光 輝 性 顔 料 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に

、 薄 膜 １ 間 に は 高 分 子 樹 脂 ２ が 存 在 し て お り 、 こ の 高 分 子 樹 脂 ２ に よ り 薄 膜 １ 間 の 距 離 が

制 御 さ れ て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 良 好 な シ ル キ ー 感 を 付 与 す る こ と が で き る 光 輝 性 顔 料 と す る こ と が で

き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 以 下 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る

も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 変 更 し な い 範 囲 に お い て 適 宜 変 更 し て 実 施 す る こ と が 可 能 な も

の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 （ 実 施 例 １ ）

　 〔 光 輝 性 顔 料 （ 薄 片 状 チ タ ン 酸 ） の 調 製 〕

　 Ｋ 0 . 5 ～ 0 . 7 Ｌ ｉ 0 . 2 7 Ｔ ｉ 1 . 6 Ｏ 3 . 8 5 ～ 3 . 9 5 の 組 成 式 で 表 さ れ る 層 状 チ タ ン 酸 塩 ４ ０ ｇ を

、 ０ ． ５ 規 定 の 塩 酸 ６ ０ ０ ｇ 中 に 入 れ 、 ４ ０ ℃ に て １ ２ 時 間 撹 拌 し た 。 濾 過 、 水 洗 し 、 １

１ ０ ℃ で 乾 燥 し 、 薄 片 状 チ タ ン 酸 を 得 た 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ４ は 薄 片 状 チ タ ン 酸 を 示 す 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 （ Ｓ Ｅ Ｍ ） 写 真 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う

に 、 薄 片 状 チ タ ン 酸 は 、 薄 膜 が 積 層 さ れ た 構 造 を 有 し て お り 、 薄 膜 間 に は 空 隙 が 存 在 し て

い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 〔 塗 料 の 調 製 〕

　 得 ら れ た 光 輝 性 顔 料 を 用 い 、 塗 料 を 作 製 し た 。 塗 料 の 樹 脂 成 分 と し て ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂

を 用 い 、 溶 媒 （ 分 散 媒 ） と し て 水 を 用 い 、 ４ ０ 重 量 ％ の 樹 脂 溶 液 を 調 製 し た 。 こ の 高 分 子

樹 脂 溶 液 に 、 Ｐ Ｗ Ｃ １ ０ ％ と な る よ う に 光 輝 性 顔 料 を 添 加 し て 塗 料 を 作 製 し た 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 〔 塗 膜 の 作 製 〕

　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た 塗 料 を 、 白 色 塗 板 の 上 に 乾 燥 膜 厚 が ２ ０ μ ｍ と な る よ う に 塗

装 し 、 さ ら に こ の 上 に ク リ ア 塗 料 （ ク リ ア 塗 料 は 塗 料 の 調 製 で 用 い た も の と 同 じ ポ リ ウ レ

タ ン 樹 脂 を 用 い た ） を 乾 燥 膜 厚 ４ ０ μ ｍ と な る よ う に 塗 装 し て 塗 装 サ ン プ ル を 作 製 し た 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 （ 比 較 例 １ ）

　 光 輝 性 顔 料 と し て 、 従 来 の パ ー ル 顔 料 で あ る チ タ ニ ア 被 覆 マ イ カ （ 商 品 名 「 イ リ オ ジ ン

１ ２ ０ 」 、 メ ル ク 社 製 ） を 用 い る 以 外 は 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に し て 塗 料 を 作 製 し 、 こ の

塗 料 を 用 い て 塗 装 サ ン プ ル を 作 製 し た 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】

　 （ 比 較 例 ２ ）

　 光 輝 性 顔 料 と し て 、 従 来 の パ ー ル 顔 料 で あ る チ タ ニ ア 被 覆 ア ル ミ ナ （ 商 品 名 「 シ ラ リ ッ

ク 」 、 メ ル ク 社 製 ） を 用 い る 以 外 は 、 上 記 実 施 例 １ と 同 様 に し て 塗 料 を 作 製 し 、 こ の 塗 料

を 用 い て 塗 装 サ ン プ ル を 作 製 し た 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 〔 塗 膜 の 評 価 〕

　 上 記 の 実 施 例 １ 、 比 較 例 １ 及 び ２ の そ れ ぞ れ の 塗 装 サ ン プ ル に つ い て 、 白 色 度 、 光 輝 感

、 及 び シ ル キ ー 感 を 評 価 し た 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 白 色 度 に つ い て は 、 色 彩 色 度 計 （ ミ ノ ル タ 社 製 「 Ｃ Ｒ － ３ ０ ０ 」 ） を 用 い て 、 ｂ 値 を 測

定 し た 。 ｂ 値 の 値 に 応 じ て 、 以 下 の よ う に し て 評 価 し た 。

　 △ ； ｂ 値 が ３ 以 上

　 ○ ； ｂ 値 が ２ 未 満

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 光 輝 感 に つ い て は 、 以 下 の 基 準 で 評 価 し た 。

　 ◎ ： 非 常 に 高 い 輝 度 を 有 す る

　 ○ ： や や 高 い 輝 度 を 有 す る

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 シ ル キ ー 感 に つ い て は 、 以 下 の 基 準 で 評 価 し た 。

　 ○ ： 絹 の よ う な 意 匠 性 を 有 す る

　 △ ： わ ず か に 絹 の よ う な 意 匠 性 を 有 す る

　 × ： 絹 の 意 匠 が 全 く な い

　 評 価 結 果 を 表 １ に 示 す 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

【 表 １ 】

　 表 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 局 面 に 従 う 光 輝 性 顔 料 を 用 い た 実 施 例 １ の 塗

装 サ ン プ ル は 、 白 色 度 に 優 れ 、 か つ 良 好 な シ ル キ ー 感 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 （ 実 施 例 ２ ）

　 〔 光 輝 性 顔 料 の 調 製 〕

　 Ｋ 0 . 5 ～ 0 . 7 Ｌ ｉ 0 . 2 7 Ｔ ｉ 1 . 6 Ｏ 3 . 8 5 ～ 3 . 9 5 の 組 成 式 で 表 さ れ る 層 状 チ タ ン 酸 塩 ４ ０ ｇ を

、 ０ ． ５ 規 定 の 塩 酸 ６ ０ ０ ｇ 中 に 入 れ 、 ４ ０ ℃ に て １ ２ 時 間 撹 拌 し た 。 濾 過 、 水 洗 し た 後

、 １ ８ ０ ０ ｇ の 脱 イ オ ン 交 換 水 に 分 散 さ せ 、 こ れ に 、 ｎ － プ ロ ピ ル ア ミ ン ２ ７ ｇ を 脱 イ オ

ン 交 換 水 ６ ０ ０ ｇ に 希 釈 し た 溶 液 を 添 加 し た 。 ４ ０ ℃ で ２ 時 間 撹 拌 し た 後 、 ０ ． ５ 規 定 の

塩 酸 を ｐ Ｈ １ に な る ま で 滴 下 し た 。 さ ら に 濾 過 、 水 洗 し 、 １ １ ０ ℃ で 乾 燥 し 、 薄 片 状 チ タ

ン 酸 を 得 た 。 得 ら れ た 薄 片 状 チ タ ン 酸 を 、 Ｐ Ｗ Ｃ ６ ０ ％ と な る よ う に 高 分 子 樹 脂 溶 液 中 に

添 加 し 混 合 し た 。 高 分 子 樹 脂 と し て は ポ リ ウ レ タ ン 塗 料 を 用 い 、 溶 媒 （ 分 散 媒 ） と し て 水

を 用 い 、 ４ ０ 重 量 ％ の エ マ ル ジ ョ ン を 調 製 し た 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 得 ら れ た 塗 料 を Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル ム の 上 に 、 乾 燥 膜 厚 が ２ ０ μ ｍ と な る よ う に 塗 布 し 、 乾 燥

し て 、 塗 膜 を 得 た 。 図 ５ は 、 こ の 塗 膜 の 断 面 を 示 す 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 （ Ｓ Ｅ Ｍ ） 写 真 で あ
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る 。 図 ５ に お い て は 、 観 察 し や す い よ う に 酸 素 プ ラ ズ マ を １ 時 間 照 射 す る こ と に よ り 樹 脂

を 除 去 し て い る 。 白 く 見 え る 部 分 が 薄 片 状 チ タ ン 酸 の 薄 膜 で あ り 、 黒 く 見 え る 部 分 が 樹 脂

の 存 在 し て い た 部 分 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 上 記 の 塗 膜 を 、 ボ ー ル ミ ル に よ り 粉 砕 し 、 気 流 分 級 機 に よ り 分 級 し て 、 光 輝 性 顔 料 を 得

た 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 〔 塗 料 の 調 製 〕

　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た 光 輝 性 顔 料 を 用 い 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 塗 料 を 作 製 し 、 こ

の 塗 料 を 用 い て 実 施 例 １ と 同 様 に し て 塗 装 サ ン プ ル を 作 製 し た 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 〔 塗 膜 の 評 価 〕

　 得 ら れ た 実 施 例 ２ の 塗 装 サ ン プ ル に つ い て 、 実 施 例 １ と 同 様 に し て 白 色 度 、 光 輝 感 、 及

び シ ル キ ー 感 を 評 価 し た 。 評 価 結 果 を 表 ２ に 示 す 。 な お 、 表 ２ に お い て は 、 比 較 例 １ 及 び

比 較 例 ２ の 評 価 結 果 も 併 せ て 示 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

【 表 ２ 】

　 表 ２ に 示 す 結 果 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ の 局 面 に 従 う 光 輝 性 顔 料 を 用 い た 実

施 例 ２ の 塗 装 サ ン プ ル は 、 優 れ た 白 色 度 を 示 し 、 か つ 良 好 な シ ル キ ー 感 を 有 す る も の で あ

る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ４ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 局 面 に 従 う 光 輝 性 顔 料 を 示 す 模 式 図 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 局 面 に 従 う 光 輝 性 顔 料 を 示 す 模 式 図 。

【 図 ３ 】 薄 片 状 チ タ ン 酸 の 原 料 と な る 層 状 チ タ ン 酸 塩 を 示 す 模 式 図 。

【 図 ４ 】 薄 片 状 チ タ ン 酸 を 示 す 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 写 真 （ ス ケ ー ル は ５ μ ｍ を 示 す ） 。

【 図 ５ 】 薄 片 状 チ タ ン 酸 を 高 分 子 樹 脂 溶 液 中 に 分 散 し て 調 製 し た 塗 料 か ら 形 成 し た 塗 膜 の

断 面 を 示 す 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 写 真 （ 但 し 、 樹 脂 の 部 分 は 除 去 し て お り 、 ス ケ ー ル は ５ μ ｍ

を 示 す ） 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 １ … 薄 膜

　 ２ … 空 隙

　 ３ … 層 状 チ タ ン 酸 塩

　 ４ … 高 分 子 樹 脂
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】



(9) JP  2005-146007  A   2005.6.9

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(72)発明者　梅村　晋

　　　　　　愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内

(72)発明者　近藤　晃次

　　　　　　愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内

(72)発明者　森　宏仁

　　　　　　徳島県徳島市川内町加賀須野４６３　大塚化学株式会社研究技術センター内

(72)発明者　後藤　俊樹

　　　　　　東京都千代田区神田司町２－９　大塚化学株式会社内

Ｆターム(参考) 4G047 CA01　CB02　CC01　CD02

　　　　　　　 4J037 AA21　CC13　CC14　CC16　CC21　CC22　CC23　CC24　CC26　DD10

　　　　　　　　　　 EE03　EE04　EE08　EE28　EE29　EE43　FF02　FF03　FF09


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

